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理論計算法による迅速な変異体作製により、これまでより迅速な構
造解析が可能になった。

医化学講座

抗体医薬への発展
光免疫療法、抗体−薬剤複合体（ADC)、

PPI創薬、バイオマーカー検出試薬、
機能性抗体の開発

①創薬ターゲット蛋白質の構造解析をもとにした薬剤開発

リガンド結合様式の解明
・抗体−抗原複合体の構造解析

②創薬ターゲット蛋白質に対する立体構造認識抗体の作製

Cryo-EM SPA

X線結晶構造解析

・構造情報をも
とにした薬剤開
発（SBDD)、改
変抗体による機
能の改善

ご提案したい2つの技術と期待される成果

将来の展望 ・様々な状態の創薬ターゲットタンパク質の構造情報をもとにした
特定のシグナルを伝達、制御する低分子および抗体医薬の創薬

（例）様GPCRと様々なシグナル伝達因子複合体の構造情報をもとにした
バイアスドリガンドの開発

・新規薬剤を付加した機能性抗体によるがん治療薬の開発


